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どうぞ心より、宜しくお願い申し上げます。

田中亮事務所　主宰　田中亮

勇者の見る夢０・忌み子シリルの裏切り

この物語を、僕に強さをくれた、愛する冴姐さんに捧げます。

プロローグ　肌の色の違いで

光の無い、漆黒の道を、一人の男が行く。暗闇にその顔は見えないが、彼自身の体から発せられる紫の淡い炎の光によって、頬を一筋の涙がつたっていることが、かすかにわかる。

　彼の目は血走り、色を失い、彼の心は優しさや温かさを失い、ただ絶望の中で、明確な目的の為の狂気に満たされていた。

彼の左手には血塗れの剣が、右手には硝煙をあげるピストルが握られている。よく周りを見渡せば、そこは火事のようだ。

世界が漆黒に思えたのは、彼の足元から溢れ出る暗い冷気のせいであった。

「僕はとても弱かった。僕がもし、もっと強かったなら、こんな風に孤独になることもなかったろうに。」

彼の頭には二本の角が生えている。それは彼の裏切りの代償。

「アハハハハ！」

彼は血塗れの剣を振り、コンテストのようにピストルを打つ。その姿はさながら、絶望に泣く鬼が舞を舞っているように見える。

この物語は、彼が鬼となるまでの、彼自身の裏切りの物語である。

○

両側に崖のそそり立った狭い谷の道を、一台のおんぼろ車が駆けている。運転席には黒人の若い男が座り、助手席には汗を多量にかき髪を振り乱した女が、うめき声をあげている。どうやら子供を身ごもっていて、今にも産まれそうだ。

「大丈夫か、ミレーユ！」

「えぇ、アドル。早く、早く、国境へ。」

黒人男が白人女に声をかける。彼は片手を彼女の上に差し出すと、大丈夫！という風にぎゅっと握り、またハンドルを強く握りなおした。

彼女は「うん・・・。」と、うなづいて、辛そうに笑う。

良く見れば、白人女の体にはおびただしい鞭の跡。それが車がゆれる度にうづいて、彼女は嘆きの声をあげる。

「あぁっあ。」

「もう少し、もう少しで、国境だ。ここを越えればモンスターの国の領土に入る。そうすればガーディアン共も追ってはきまい。」

と、ミレーユが車のバックミラーを見て、恐怖に顔をこわばらせる。石だらけのけもの道を、白銀の鎧に身を包み、羽の生えた馬、天馬に跨った男達が彼らに迫ってくる。

「くそっ！ガーディアン共・・・もう気がついたのか！」

ガーディアンと呼ばれるその白銀の騎士達は、まるで警官のマイクを通した様な大音量で、彼らに警告を発する。

騎士「そこの車！止まりなさい！コーネリア王国クリーン法第１３７条、異色人種法第２７条、条文により、アドル＝アンプロゲノス、またミレーユ＝アンプロゲノス。あなた達には逮捕状が出ています。大人しく警告に従わない場合、神の雷によって、この場で処刑します！」

ミレーユが震えている。

「怖い、怖い、怖いわ・・・。あなた！あなた・・・！この子を、この子だけは！」

アドルが答える。

「大丈夫！俺は絶対つかまったりしねぇ！お前の愛したこの俺を信じろ！いつも、俺が裏切ったことがあったか。例え何があっても、お前と、こいつだけは守ってやる・・・俺はあいつにそう誓ったんだ。」

彼の手は震えている。元々、このお腹の子は双子だった。数時間前までは。

白銀の騎士達が三角すいの形をした白銀の槍を構える。

そして何かを唱え始める。

「警告は無視されました。攻撃を開始します。付近の住民は防御体制をとって下さい。カウントダウンに入ります。１０，９，８・・・。」

見ると彼らの槍の先端に雷が溜まり始め、それは互いに反発しあい、バチバチと音を立てている。いつしか道の両脇は谷と谷の間にある細い自然に出来た陸橋へと差し掛かった。

両端は崖である。

「ミレーユ。シートベルトしたか、しっかりつかまって、その子を抱きしめていてくれ。愛してる。しっかり、しっかり掴まってろよ！」

「えぇ、あなた。あなた！」

「カウントダウン３，２，１発射します！」

と、アドルと呼ばれた黒人男はハンドルを切った。車は鋭角に切り立った崖を谷底へと転がりながら降りていく。

「くそっ！」

陸橋ではガーディアンたちが兜を脱ぎ、深い谷底を見つめ、悪態を吐いた。

この谷の下はモンスター国の領域。彼らには手が出せない。しかし、ここから落ちれば生きてはいまい。

彼らは捜索をやめて、天馬にまたがり、来た道を戻り始めた。

その谷は審判の谷と呼ばれていた。その険しい陸橋を越えられれば逃亡奴隷達は自由になることが出来たからだ。

一か八かの運命を決める谷。それでそこはそう名付けられた。

ではこれから、この世界の成り立ちについて少し話をしようと思う。

○

豪華な中国風の装飾の施された王宮の、これまた豪華すぎる程に豪華な宝石の散りばめられた黄金の玉座に、その世界で現役の勇者であり光の王のジャスティン･コウ・コーネリア、そして王妃であるマライヒ・コウ・コーネリアは鎮座していた。

「暇。」

マライヒ王妃は中国王朝でよく見かける毛のいっぱいついた扇子で口元を隠しながら、大きくあくびをした。ジャスティン王が答える。

「こら、マライヒ。今日はこれから諸国を漫遊してこられたエネゲイア公爵とお会いするのだぞ。しゃんとしておれ。」

王妃は、ハイハイ、とだるそうにごってりと塗られたブルーのアイメイクで、王に流し目をした。そして、もう一度もったいぶってあくびをする。

「こら！」

「ねぇ、ジャスティン？あたし、あなたが勇猛果敢に戦場へ、見る前に跳ぶようにして飛び出していく姿が大好きだったのよ。あれはまるで白光に輝くアレス芯の弓矢のようだったわ。ねぇ、もうモンスター達の領土へ、今こそ攻め込んでしまいましょう？そして根絶やしにするのよ。魔王はひっとらえて、あたしの性奴隷にするわ。毎日三角木馬に座らせて鞭打ちするの。どう？素敵でしょう？何ならあなたも混ぜて差し上げても宜しくてよ。」

「・・・。」

老王は物思いにふけっていた。もう長く続く魔王率いるモンスター軍と勇者であり人間の王である私が率いるコーネリア王国軍との戦い。

元々の争いの発端はもう伝説の中にしか残ってはいないが、その影響は現世に強く残っている。

パンパン、と、王妃が手を叩く。黄色い肌を持った黄色人種である王妃の周りに、その手の音を聞きつけた白人と黒人の奴隷達が集まり、彼女のマニキュアとペディキュアを塗り始めた。真っ赤な赤で。王は続ける。

我々黄色人種がこの世界を統べるようになり、黒人と白人を奴隷とするようになったのには、こんな伝説が残っている。核と呼ばれる巨大な力を手にした黒人と白人は、肌の色の違いから互いを憎み蔑みあい、やがて自滅したのだと。

そして生き残った黄色人種が彼らに手を差し伸べ、このコーネリア大王国を設立したのだと。

「あつい！もっと丁寧に乾かして！」

黒人の一人が小さく何か言葉を詠唱し、熱い風を起こしてマニキュアを乾かしている。王はさらに続ける。

魔法やモンスターも、その核の大戦の際に、我々の祖先であるヤポーネ人が科学力によって産み出したものだと言われている。遺伝子操作によって、人間本来の潜在能力を引き出したものが魔法で、その使い手はマジシャンと呼ばれた。

また遺伝子内のほかの動植物のＤＮＡの産み出したハイブリッド種が、新兵器として生み出され、そのその伝説の化け物のような外見からモンスターと呼ばれた。

今では魔法の力が遺伝子として受け継がれ、科学力は衰退を続けている。モンスターは戦争が終わると存在してはならないものとして消去されることとなった為、それに抵抗するモンスター達が徒党を組み、光の王国を倒そうと山野で暮らしている。その争いは勇者、魔王と代を変え、もうその争いの始まりさえ忘れられてしまう程の間続けられている。

「戦争はもうだめだ。」

と、突然老王ジャスティンは口を開いた。

「なあに、いきなり。」

マライヒが口唇で、爪をふーふーしながら答える。

「私も歳だからな。新しい勇者が必要だ。今の私が魔王に戦いを挑んでも、負けてしまうだろう。」

マライヒが上目遣いで王を見て、嫌味に笑った。

「まぁ・・・これが諸国に噂された勇者ジャスティンのなれの果てですの？その右手の蜘蛛の紋章は、おかざり？いいわ。」

だん、と王妃が立ち上がる。

「キャンベラ、キャンベラ。今日の黒人と白人の処刑は私が直々にやる。処刑の間に今すぐ準備を！」

「はい！」

キャンベラと呼ばれた白いレースのエプロンをつけた黒人女が、王の間を退室する。

「今日はね、面白い罪人奴隷の処刑なのよ。あなたも、見学なさる？」

「いや、私は、良いよ。」

ジャスティンは頬杖をついて、目線を遠くへ投げた。

「勇者はいないか。この世界を救う、次の勇者は。蜘蛛の紋章を持つ男。･･･。」

○

片目だけの眼鏡をつけ、黒のモーニングに身を包んだ学者風の男が、杖をつき足をひきずりながら、口ひげをゆらしてマライヒの所へとやってくる。

「お姉ちゃん･･･！お姉ちゃん･･････。」

ぶつぶつと何かをつぶやいているマライヒ王妃の掌に口づけするその男。名をＤｒ．山中という。

「準備が整いました。」

「そう・・・。」

王妃は、壁にかけられた、黒いゴムの鞭を手に取ると、山中の案内で先へ進んでいく。そこには柱にくくりつけられた白人女と黒人男。ミレーユとアドルである。三角木馬や鉄の処女、ギロチンなど拷問用具がずらりと置かれたこの部屋から、彼らは後々逃げ出すこととなる。

マライヒは音も無く、黒い影のようにそこへ姿を現した。白人女の瞳に、その姿が映る。それは一瞬で驚きへと変わる。

「マライヒ・・・！」

王妃が口を開く。

「姉さん、久しぶりね。まさか、こんな所で、姉さんに会うなんて。思っても見なかったわ。」

マライヒは黄色人種であり、ミレーユは白人である。

「マライヒ、お願いここから逃がして。私のお腹には赤ちゃんがいるのよ。」

と、マライヒが鞭を打つ。それがミレーユの白い頬に赤い跡をつける。

「馬鹿おっしゃい。姉さんには、やっと復讐ができるのよ？

こうして姉さんに会えたのも、きっと光の神のご加護だわ。

あぁ、姉さん。会いたかった。会えて本当に嬉しいわ。」

マライヒが姉と呼ばれた白人ミレーユの頬を、つぶれる程強くつかむ。

「復讐・・・？どうして・・・ああ！」

立て続けに鞭打つマライヒ。

マライヒ「私達、仲の良い姉妹だったわね。私、いつも姉さんの後ろをついて歩く子だった。白人の父さんと、黄色の母さん。貧しかったけど、楽しかったね。」

マライヒが泣いている。ミレーユが答える。

ミレーユ「ええ・・・ああっ！」

マライヒ「私もみんな大好きだった。白人の子だと罵られ、白い肌のあんたのお陰で学校中に知れ渡り、犬の糞に顔を押し付けられ、みぞおちを殴られ、黄色人種の男の子達にレイプされても、泣かなかったわ。

Ｄｒ．山中は初めて、こんな激情するマライヒの姿を見た。この王妃の残虐さの根はここにあったのか。

マライヒ「でも、父さんと母さんと、あんたは、私を捨てて、家を出た。私だけを残して、家に火をつけて、あの奴隷制が決まった日。いなくなったじゃない！自分達だけが奴隷になりたくないからって、私を置いて逃げたのよ！」

マライヒが首を覆っている鋼鉄のプロテクターをはずす。

「このやけど、何かわかる？私は、あなた達が火をつけたあの燃え盛る家に、飛び込んだのよ。あなた達が私を置いて、心中したんじゃないかってね。でも、こうして、のうのうと生きていたみたいだけど。」

ミレーユが答える。

「マライヒ・・・違うわ。私達はせめて、黄色いあなただけは奴隷として生きて欲しくなかったの。

マライヒはミレーユのあごをとり、目を見る。

「私はね、それでも、家族でいたかった。一緒にいたかった。愛してたのに、せめて、さよならが言いたかった･･･。」

ミレーユは泣きながらごめんなさいと告げている。

「リヒテ！」

マライヒは自分の娘である王女の名を呼んだ。白いレースのドレスに身を包んだ、小さい女の子が進み出て、おびえながら、スカートの裾をつかんでマライヒに挨拶する。

「さぁ、こっちへいらっしゃい、リヒテ。これがあなたのおばさんよ。そしてあっちがおじさん。ほら、ご挨拶なさい。」

二人に同じ挨拶をするリヒテ。ミレーユは弱々しげに微笑む。黒人のアドルはじっと彼女の目を見る。

マライヒはアドルの方へ向き、あごをとる。

「ご挨拶がまだだったわね、アドル。姉さんが世話になっています。」

マライヒがアドルを鞭打つ。

「ねぇ、アドル。なんて皮肉かしら。まさか姉さんが勇者の子をはらむなんて。見て、この額のくもの糸の紋章。」
と、マライヒはミレーユの額の髪をかきあげ、それをアドルに見せる。

「ずっと、ずっと、私達はこの世界を救う次の勇者を探し続けてきたわ。でも、なんと、それを白人と黒人が作るだなんて。ありえない。ありえないわよね。そうは思わないリヒテ。」

リヒテは何もわからず、ただ従うままに答える。

「はい。その通りですお母様。」

「山中、おやり。」

「はっ！」

マライヒは、山中に指示すると、山中は鉄のハンドルをきりきりと回してミレーユの足を開かせ、リヒテに鉄の手袋をつけさせた。

ミレーユ「な、何をするの？」

マライヒが答える。

「この子は次の世界の女王になる子よ。だから小さい頃から奴隷の扱い方についてはきちんと教えてあげなきゃと思っているの。良いこと、教えたとおりにやるんですよ。」

リヒテが両手を前に突き出して、ミレーユの元へと歩み始める。

ミレーユ「ま、まさか。」

ずっと黙っていたアドルが、マライヒに声をあげる。

アドル「マライヒ・・・こいつはお前の大事な姉なんだろ。やめとけよ。そんなことをしたら、もう戻れなくなるぞ。お前が一番良く知ってるだろ。本当は肌の色が違っても何も変わらない。みんな同じ、同じ命で、平等なんだって。」

マライヒがアドルを打つ。

マライヒ「そうね。でもね、アドル。彼らは、私を裏切ったのよ。さあ、リヒテ。出来るわよね。」

リヒテが開かれたミレーユの股の前に立つ。

ミレーユ「やめて、やめて！」

アドル「やめろ！やめるんだ！」

マライヒは叫んだ。

マライヒ「さあやりなさい！あなたは未来の子の世界の女王となるのだから。」

リヒテは、にこりと微笑んだ。

リヒテ「えぇ、お母様。」

リヒテは右の腕を、何の躊躇も無く、ミレーユの膣へと差し入れる。

ミレーユ　ぎゃあああ～～！

ミレーユの絶叫がこだまして、リヒテは膣内で腕をかき回し、胎児をつかむ。リヒテの額に青筋が立ち、それを引きずり出す！

リヒテ「お生意気な白豚は去勢してやらなければ。それが飼い主である私たちの勤めですわ。ねえ、そうでしょう。」

と、リヒテはアドルに笑いかける。アドルは目を見開いてリヒテを見る。

リヒテ「だって私は光の女王になるんですものっ！」

そうしてリヒテは胎児を石の地面に叩きつける。ぴぎゃあ、と、変な声がした。

アドルは、声を出すことも出来ずにただ、その静寂に手のふるえを止めることが出来ずにいた。

○

縄を解いてくれたのは、城で働いているというキャンベラという名の黒人女性だった。彼女は妻を抱きしめると、「子供の分まで生きなさい！」といって、逃走の為に車のキーをくれた。

○

審判の谷を駆け落ちた俺達の車は大きな石にぶつかって止まった。その時には既に顔を出していた双子の殺されなかった子は、ぶつかった衝撃で、外へ飛び出し、妻はそれを必死で腕に抱きしめた。

私達の体は血だらけになっていて、なんとかそこから這って出るとやわらかい落ち葉の上に彼を寝かせて、赤ん坊を真ん中にして、二人で手を握り合って笑って、見つめあった。

そして神に祈った。

「神様私達のこの命はもう尽きようとしています。ですから私達のこの命を差し上げます。私達の最後の願いです。どうかこの子を、この勇者の子を生かしてください。そして、この世界に平等を、肌の色や、その人の生まれた場所や言葉、障害によって差別される世の中ではなく人として皆平等で、平和な世の中を、この子に作らせて下さい。この子に、世界を救わせて下さい。神様、一つぐらい、私達の望みを、叶えてください。神様、この、一つだけ･･･。」

ミレーユはそう願うと、目を閉じた。アドルは同じ思いでミレーユと赤ん坊を抱きしめた。

「お前ら、愛してるぞ。守れなくて、ごめんな。この世界はなんて、くそくらえなんだろうな。ミレーユ。」

「そうね、本当に、最悪ね。」

と、ミレーユは笑った。

その時、黒い闇のいかずちが彼らのそばに音も無く落ちる。

その稲妻の紫の光で、赤ん坊の右腕に刻まれた蜘蛛の糸の紋章がはっきりと浮かんで見えた。

第一章　魔王城での日々

彼の心にはいつも霧がかかっているかのようだった。彼はいつも笑顔だったし青空が好きだったけれど、いつも言うなれば夜の冷たい深い海の底にいて泣いているかのようだった。どうして人は彼の印象をそう思うのか、彼自身にも理解らなかった。

木陰の日溜まりで、彼は毛皮のコートを羽織り、ゆるく巻かれた長い髪を片側にまとめて、白いふわふわの猫とじゃれあっている。彼の肩には一羽の大烏。だがその尾はくじゃくのように長い。普通の烏とはそこが違っている。カラスは優しい目をしてたわむれる彼らを見つめている。

シリル＿＿＿。勇者シリル＿＿＿。そう彼は名乗った。シリルとは古い伝説に出てくる森の王の名だ。彼が生まれて来た時、彼はこのカラスと猫に守られるようにして、あの審判の谷で眠っていたから、誰かがそう呼んだ。

「今日は、この城にしては、暖かいね。日が出ているから。」

シリルは目を細める。彼は剣の稽古を終えて、甘い物を食べ、魔王の城のはずれのいちいの木の下でひなたぼっこをするのが好きだった。そうすれば将来のわずらわしい事を、何も考えずに済んだから。

「ミゲル、カフカ。人間は恐いのかな。僕、光の女王を倒せるかなぁ。」

ミゲルはカラスの名。カフカは猫の名である。シリルは勇者であり、人間であったが、あの事故の後、モンスター軍の王である魔王に拾われ、光の女王の暗殺者として育てられた。

○

あの事故の後、黒い稲妻は、人の形へと変化して、金髪の長い真っ直な髪をした黒い甲冑の男の姿へと変わった。彼は魔王だった。

彼は赤ん坊であったシリルの横にいた白猫とカラスに口付けをすると言う。

「お前達の望みは、私が叶えよう。」

そうして赤ん坊を抱きかかえると、黒マントをひるがえして、そこを立ち去っていった。

○

シリルは遠くに、ピエロの仮面をつけた少女の姿を見つけた。彼女は本当の名前は誰も知らないが、その仮面の姿から道化師クラウンと呼ばれていた。

絶望の原野と言われる黒いガラスのような石で出来た、黒曜石の林をふわふわと、クラウンは、こちらへ向かって飛んでくると、両手を広げた。カフカ、白猫がバッと、クラウンの元へと向かっていく。彼女はカフカを抱き上げる。

シリルは会釈をする。と、クラウンはスカートの裾を広げてゆっくりと丁寧に挨拶をすると、魔王の城の方へ、飛んでいった。

「そうか、今日は謁見の日か！」

勇者シリルは、クラウンの事が今も良くわからなかった。仮面の下で、笑っているのか、怒っているのか、泣いているのか。

ただ彼女の事で分かるのは、彼女が自分のライバルで、将来の魔王の座を争っている敵同士であるということ。

シリルはカラス、ミゲルの羽に、寂しげに身を寄せた。

「戦いは。好きじゃないのに・・・。」

と、シリルは思った。

○

魔王テオドールは机に向かって、一枚の大きな羊皮紙を広げ、頭を抱えていた。

「このシナリオでうまくいくのだろうか。」

彼には壮大な計画があった。ここには彼だけが知るその計画の全てがまとめられている。あなたが読んでくださっているこの物語は、その彼の計画の一部始終であるといっても過言ではない。すべては彼が立てた、シナリオに過ぎない。そしてそれは更に大いなる存在の計画の中の、一部にしか過ぎない。

このシナリオの重大なルールはただ一つ。

「世界を呪って死んでいった人間は、モンスターに生まれ変わる。」

魔王はつぶやいた。

先の大戦で、魔法やモンスターが科学力によって産まれたが、モンスターは人間が一度遺伝子上で死を迎えることで、他の動植物の遺伝子を目覚めさせ、作られる。その時どんな生命の遺伝子が目覚めるかは、その人間の強い死に際の欲求による。

例を上げよう。

あるスポーツジムで、ひ弱な一人の青年を、マッチョな同僚達がいじめ殺したとする。

彼は死の間際、誰よりも強く逞しい体で生まれ変わってこいつらを皆殺しにしたい、と願ったとする。

そうすると、強く逞しい事から、まるで夢の連想ゲームのように、子供の頃憧れたカブト虫を思い出して、カブト虫の強い遺伝子が目覚め、カブト虫の特徴を持ったハイブリッド人間、モンスターとして産まれ変わるのだ。

光の王国コーネリアが、発令した戦後のクリーン法の中の一つ、モンスター撲滅法の中で、生き残ったモンスター達は徒党を組み、人間の上位種である自分達こそがこの世界を統べる統治者であると、人間達と争いを繰り広げた。この世界を呪ってうまれた、その悲しみの心のままに。

魔王はその頂点に位置していた。

「このルールを使って、私は悲しみを終わらせるつもりだ。」

魔王は自分の計画を確認するように、口に出すと、目を閉じて、そして開いた。

「ゲームの始まりだ。」

彼は立ち上がり、マントをひるがえし、広間へと向かった。

「今は未来と過去に繋がっている。私も運命の糸に操られているに過ぎない。では、生きる意味とはなんなのだろうか。」

そんな事を魔王テオドールは考えたが、彼の計画の中ではその答えを見つけることは出来ないと、彼は、知っていた。

○

（何で僕が・・・。）

あれから十五年。コーネリア王国の老王ジャスティンはその一人娘であるリヒテ・コウ・コーネリアに王位を譲り渡し、未だ魔王軍との間で、均衡状態が続いていた。

（何で僕が戦わなくちゃならないんだ。）

シリルはそう何度も心の中で思っていた。出来ることなら、血を流さずに、話し合いで解決したい。

光の王国と魔王軍の争いについて、彼はそう思っていた。

けれど。

「勇者よ、お前の力はそんな物か。そんな力では私を倒せんぞ！」

魔王と剣術の稽古をする時、彼は鬼のようになった。優しい気持ち、弱い気持ちは消えて、戦いのここちよさに心が躍り、体中に血がどくどくと流れるのだった。

彼は踊るような身のこなしで魔王の剣を払うと、魔王の首に手をかけた。

「甘いっ！」

魔王は火の玉を勇者の腹に繰り出し、シリルは稽古場の石の壁へ吹き飛んだ。口の中に血の味がする。

「くっ・・・。」

シリルは魔王をにらんだ。この瞳・・・、勇者とは思えぬ、暴力に満ちた赤い瞳。普段の女々しいシリルとは思えぬ力への情熱。魔王はそこに、彼の計画においてシリルがいかに適役であるかと再確認して、笑った。

がいこつ剣士との剣術の稽古の合間も、悪魔との魔法の勉強中も、色を持たない影達との暗殺の訓練中も、彼は幸せで仕方無かった。しかし、それが終わると、いつもイチイの木の下へ座って、ミゲルに一人ごちるのだった。

「僕、争いは嫌だよ・・・。」

そんな自分が彼は自分で良くわからなかった。

○

今日は彼の十五の誕生日。大広間ではシリルとクラウンが、漆黒の髑髏のダイヤのあしらわれた玉座に座った魔王の前に、ひれふしている。

「お前達、面をあげよ。」

二人が顔をあげる。

「かねてから申し渡していた通り、シリル。お前も今夜十五の誕生日を迎える。私ももう魔王として、力の衰えを止める事が出来ぬ。」

魔王は長い紫色の人差し指と中指の爪を交互に動かし、口の端に、巨大な赤いルビーのスカルリングを物憂げに当てる。

「お前達は私の大切な二人の子供である。シリル、お前は勇者の血を引く者として、モンスター達の勇者として、本来なら人間を救うその蜘蛛の紋章の力で、モンスターを救え。

そして、クラウンよ。全ての闇と影を司る悪夢の娘よ。その呪われた血こそ、次なる魔王にふさわしい。」

魔王がその長い右腕を前へと突き出す。

「私は命じる。あの憎き光の女王、リヒテ・コウ・コーネリアの首を、ここに差し出した者に、この魔王の座を明け渡そう。さあ、愛する私の子供達よ。今こそ旅に出で、光の王国に、漆黒のいかずちを、降り注ぐのだ！」

不思議な空気が流れていた。三人はその後の静寂に同じ事を考えていた。

（この選択が正しいのかは分からない。だが愛するものの為に、この道を行こう。）

シリルは魔王を愛していた。とても強くて、優しい魔王は彼の憧れだった。剣術の稽古の時にゆれる金髪が美しくて、自分の剣を繰り出すのを忘れたこともあった。悲しい、モンスターという存在の為に生きる魔王のように、自分も誰かを救いたい。シリルは若い使命感に燃えていた。自分と同じ人間族の女王を殺すことに、抵抗はある。けれど、仕方ない。これが今、僕のいる場所のなのだから。

何か違う・・・気がしなくもないけれど。

それは、クラウンも同じだった。仮面の下で、この物語の静かな始まりを、彼女は戸惑いながらも受けとめていた。

今いる場所で、自分の役割を、いつも勤めあげるしかないのだ。

魔王は、ついに始まってしまった、とシリルを見つめた。

まさか、自分にこんな心があるという事に、とまどいながらももう、計画はスタートしてしまったのだ。

「クラウン、全てのモンスター達に、お前達の旅立ちと、旅の助力を伝えるのだ。お前の魔法の力で。」

「はい、おおせのままに。」

クラウンは、螺鈿（らでん）で作られた扇を懐から出すと、ゆっくりと舞を始めた。燐粉がきらきらと宙に漂う。そして魔法を使う為の詠唱を始める。

「さあ運命という名の蜘蛛の子よ、私の願いを聞いておくれ。私の言葉を届けておくれ。私はお前達の母さんだ。私の体にお前達の愛の糸をしっかりとしばりつけて、今お前達は旅に出るんだよ。夢という名のはるかなる旅へ。」

そういうと、クラウンは宙空に横倒しになる。その時だ。えぐっ、と、小さくクラウンがえづいたかと思うと、彼女の体中の穴という穴から、小さな蜘蛛の子が無数に這い出してくる。それは魔王の伝令を乗せて、この世界の全てのモンスターの所へ旅立つのだ。

それを終えると、クラウンは、魔王に近づき、軽いキスを交わすと、シリルを向き、ゆっくりといつもの挨拶を交わして消えた。クラウンの白猫、カフカと共に。

「さあ、お前も行け、シリルよ。モンスターの世界を救う為に。」

「はい。」

シリルはうなづいた。魔王はゆっくりと玉座への階段を降り、シリルに口づけをした。深く。

「別れの口付けだ。」

魔王の金の髪がゆれる。僕は、わからなかった。
第二章　パンパンの女

城の占術師の占いによると、東の永遠の闇の森に、僕の旅の力となるモンスターがいるのだという。そして、黄金の光の国へは、ひたすらに東へ、東へと進めという。だから僕はひたすら、東へ東へと進んだ。黒曜石の荒野を抜け、暗く光の届かない闇の森へ辿り着いた。

ずっと昔、怖い所は嫌いだった。暗殺の為の訓練で何回も真っ暗な部屋に閉じ込められた時、その感覚は殺してしまったけれど、時々、自分の仮面の下にそんな幼い自分がいることを感じる。

＿＿＿暗い深い、青い海の底で、小さくなって、泣いている自分。この世界は恐いからいつかこの命が終わるまで、ずっとここに隠れていよう。怖いものは見たくない。＿＿＿。

森の中で偶然見つけた蜘蛛の糸を辿っていくと、西洋風の崩れかけた屋敷を見つけた。塀には鉄条網が張り巡らされていたが、扉はぼろぼろに壊れていて、中へ入ることが出来る。

細くて淡い銀糸をたぐり、中へ進む。壊れた扉の向こうに彼女は、まるで七色に光る蛍のように、立っていた。

「こん・・・にちは。」

後ろ向きの彼女の背には、二枚の羽があって、それは対称の虹色の模様を成している。彼女が動くたびに、燐粉が、かすかに辺りに飛び散って、遊女のおしろいのようなやわらかい匂いに包まれる。

「あなたが、シリル。勇者の。」

彼女は乱れた金髪を右手でまとめて前へ垂らすと、その髪の中から一匹の蜘蛛を見つけ、真っ赤なルージュの塗られた口へと放り込み、かりりっとかむ。瞳の色は深いブルー。青いアイシャドウがそれを際立たせる。彼女はモンスター特有の青白い、血管の見える透き通った肌で、ふわりと飛んで勇者の横に立つ。

「私はレティス・ガーランド。ようこそ、モンスターの勇者様。この城へ。」

レティスは、シリルの頬にキスをすると、片手を降ろして、貴族のように礼をする。

「占いに導かれて、ここへ来ました。占いによればここに、私の旅を助ける力がある、と。」

「ええ、あるわ。でも、その前にお休みになってはいかが。食事とベッドを用意するわ。この永遠の闇の森では陽が出ないからわからないでしょうけれど、もう夜も遅いですから。」

「はい。」

○

パンパン！

レティスが肩口で両手を叩くと、様々な姿をした昆虫のモンスター達が、テーブルに様々な料理を持ってくる。カブト虫のモンスターにクワガタ、カナブンにカミキリ虫、バッタもいる。全部元は男のようだ。彼らは真っ白いレースのエプロンをして、礼をして去っていく。

長方形の白木のテーブルに、並べられた料理は、はちみつのたっぷりかかったパンケーキに、木苺のショートケーキ。はちみつレモンスカッシュに、プルーンの干したもの。少しのサラダ。

「随分、甘党なんですね。」

彼女は笑った。

「私達は、昆虫だから、食べられないの。そんなものでも、必死に作ったのよ？」

すると彼女は口を開いて、蝶の長い丸まった舌を、ストローのように器用に使って、舐めるように食事をする。僕も食事をする。美味しい・・・！が、とにかく甘い。塩～！

「ここはね、処女の部屋。」

「えっ？」

彼女がナプキンで口元を拭いて、話し出す。僕は問い返す。

「常連のお客さんだけが、ここへ入ることが出来るの。ここでまだ店に入ったばかりの子は、高い金で見定められて買われるのよ。」

聞いた事がある。モンスターは世界を呪って死んでいった者がなるが、生まれ変わったとしても多くのモンスターがその生まれ変わる前と同じ状況を好んで、巣を作ると。

例えばドブ川で死んだ飢餓の少年は、食肉魚のモンスターとして下水道で暮らしている。

「折角、出会ったんだもの。お互いの身の上話でもしましょうよ。」

彼女はシリルの隣に座り、密着してハチミツ酒を注いだ。彼女のまとう薄絹の白いワンピースから、胸元が見えて、少し彼は赤くなる。

「かわいい、ボーイ。あなたはまだ、チェリーなのね。大丈夫。私がちゃんとリードしてあげるわ。こちらの部屋へいらっしゃい。」

案内されるままに、ついていくと、次の部屋には壁にかけられた人物の絵画の下に、ナンバープレートのかけられた椅子。

「ホーン・ドゥ。」

彼女が口を開く。

「え？」

「品定めって意味よ。この品定めの部屋で処女じゃない子はドゥされる。」

と言いながら、彼女は番号札を差していく。

１，２，３・・・７。７番を差す。

「私はいつも、七番だった。モンスターとなって、全身を襲う激しい痛みの中でこの屋敷を見つけて、最初にやったことは私のいたあの売春小屋を再現することだった。

私の頭の中にはもう恨みしかなかったから、覚えているのはあの屋敷のことだけだったから。モンスターは産まれ変わってもずっと悪夢の中に住み続けるの。まあ、人間のあなたにはわからないわね。」

僕は思った。いいや、僕にだってわかるさ。僕はいつも深海の底にいるから。そこに閉じこもって･･･、って、思い出させないでくれよ！

さらに彼女の手にひかれて、奥へ進むと、ベッドと小さい机だけの部屋に辿り着いた。テーブルの上にはコンドームの入ったガラスの皿。野花の生けられた花瓶に、葉が少し、ぼろぎれのような、毛布。すきま風。彼女はベッドに横になり笑う。

「そうしてここが仕事場。何人もの知らない男がここで私を抱いたわ。あなたも、私を抱きに来たんでしょう？」

女が上体を起こし、手招きし、長い長い舌でシリルの体を下から上まで舐めあげる。それは媚薬のような効果で、シリルをしびれさせる。

「僕は、商品のように、あなたを抱きたいとは思いません。あなたが大切だから、あなたを抱きたいと思う。」

彼女は笑った。とても美しく。

「言葉なんていらないから、大切に抱いて。初恋のように。」

シリルにとって、彼女は初恋の相手となった。魔王城では、モンスターといっても高位のモンスターにしか会うことがなかったから、こんなことは教えられなかった。彼は彼女にエスコートされて、コンドームをつけ、不器用に、彼女を抱いた。本能に突き動かされて、何もかもを忘れるように。それは彼女も同じだった。

「愛してる。」

と、シリルは言って、彼女は嬉しそうにうなづきながら、彼の鍛えられた肩を抱いた。

事の後に、レティスは裸のまま、煙草に火をつける。そして「ありがとうね」という。

「凄く良かったよ。ゆっくりお休み。」

その言葉を聞いたか聞かないかのうちに、シリルは深い眠りについた。

○

レティスは立ち上がって、鏡台に座り、化粧を始める。おしろいを塗って、アイラインを引く。決まってブルー。深い藍の色。そして真っ赤なルージュ。あの人が好きだったからね。あの頃から、変わっちゃいない。ほーら、美人の出来上がりだ。じゃあ、さよならだよ。坊ちゃん。

彼女は白いワンピースを着て、手紙と、小さな虹色の薬を眠るシリルの横に置くと、屋敷を出た。

○

ねぇ、シリル。お前がこの手紙を読む頃には、私はもうこの世にいないだろう。

この薬は妖魔の朝露といって、ある一定時間、他人から姿を消すことの出来る薬さ。一回分しかないから、何かの用に使ってくれ。

私はこれから、東に砦にいる光の王国の軍と戦いに行ってくる。何千人という男を相手にするんだ。いくら私でも、きっと身が持たないだろうけど、お前がそこを通れるぐらいには私の魅力も衰えちゃいないだろうってもんさ。

○

シリルは目を覚まし、そこまで手紙を読むとすぐに駆け出した。嫌な予感がする！

○

矢のように駆けるシリルだったが、森にはおびただしい虹の燐粉が、まるで光り苔のように一面に降りつもっていた。

東、東の砦･･･。シリルは急ぐ。

レティスはふわふわと月の夜空を飛びながら、故郷への思いを、月に口ずさんだ。

レティスは貧乏な国に産まれて、だまされて、光の国へ連れてこられ、売春させられた。言葉は通じなかった。

「故郷のことを、いつも思い出す。

妹と水たまりでめだかとりをしたっけ。

弟は甘えん坊。私の膝に鼻を押し付けてはあばれてた。

ねぇ、母さん。腰は大丈夫？あまり無理しないで。

父さん、今年は寒いから、マフラーあんであげられなくてごめん。」

レティスは月の夜空を、虹の羽で飛ぶ。美しく、優雅に。

「もう一度、あの大きな山に、おはようってあいさつしたかった。

あの小川の水で顔を洗いたかった。

ここには何もない。高い壁と、暗い空。

でもね。」

レティスは月を仰ぎ見る。大きな大きな黄色い月。

「でもね、月の夜に、故郷の歌を口ずさむと、

みんなに抱きしめられているような気がするの。」

レティスは思う。

「帰りたい、帰りたいって、どんなに願っても悪い夢から醒めない。帰りたい、父さん、母さん、助けて、助けて。」

○

砦を守る兵士長であった、ゴードン・マクスウェルは、筋肉隆々の体に銀の鎧をつけて、西の空を見つめていた。

「隊長！化け物来ます！」

朝焼けとともに、あいつがやってきた。

レティス、あいつだけは俺が殺さなきゃならない。

○

砦から川を挟んだ西の空に、数十メートルはあろうかという巨大な蝶が燐粉を振り乱しながら砦へとやってくる。

「ゴードン・・・。」

そのモンスターは唸り声を上げている。

砦の一番目の前で、彼女を待ち受けるその男こそ、ゴードンである。二人は目を合わせた。二人は心で会話を交わす。

「ゴードン！忘れちゃいない・・・。あんたが私を裏切ったこと、忘れちゃいない。あれから苦しかった。辛かった。どんだけ働いても借金は膨れていって、いつのまにか体はエイズになって、最後は頭がイカレちまって、売人にも捨てられたよ。ゴードン、私を捨てるなら、殺していってくれれば良かったんだ！ゴードン！」

レティスは涙を流す。マスカラがほどけて、黒い筋を作る。だまされて、売春宿に連れてこられた私に唯一優しくしてくれた客がこの男だった。だけど・・・一緒に逃げようと約束した日、お前は来なかった。そこにいたのは軍のお前の仲間達だったよ。

賭けはゴードンの勝利だなって、笑ってた。

私は繰り返し、知らない男に抱かれながら、唇噛み締めて泣いたもんさ。

ゴードンはレティスをにらみ返す。

「あの時、軍の仲間に、俺がお前に本気だってことがばれて、後をつけられてた。もしばれたら、俺もお前も殺される。だから、とっさに仲間に嘘をついた。あの頃の俺は弱かった。お前と、お前の運命を守ってやる力が無かったんだ。でもな、レティス。ようやく今償えるって思ってる。」

レティスが降り立ち、ゴードンにゆっくりとキスをする。深く、長いキス。

「あの時、お前を守って、死ねば良かった。どこまでも、お前と逃げるべきだったんだ。例え死んでも、お前との愛の約束を守るべきだった。だから俺はお前の約束を果たしに、今こうしてここへ来たんだ！」

レティスは笑った。

「ゴードン、ちょっとは良い男になったみたいだねぇ。大人の男のテクニックってものを、私に教えておくれよ。さぁ、あの頃のように抱いとくれ・・・。」

「ああ・・・ああ・・・。」

ゴードンは剣を構える。レティスが月の夜に声なきおたけびをあげる。

「者共、かかれえ！」

○

勇者シリルが砦へと辿り着いた時には、もう戦いは終わっていた。レティスの体に重なるように、ゴードンが絶命して倒れている。

黄色い硫酸の海、肉の焼ける匂い。虹の燐粉。燃える砦の火と、煙。

シリルのカラスが飛び立って、死肉をついばむ。

間に合わなかった、と、シリルは手紙の続きを読む。

「ねえ、シリル。私達の事を忘れないでおくれ。

勇者ってのが何か私にはわからないが、せっかく最後の夜に、お前に会ったんだ。こんなモンスターもいたんだって、いつかお前がモンスターの世界を平和にした日に、月の夜に、思い出しておくれ。」

シリルは、レティスの大きく見開いた青い目を指でそっと閉じた。

「私も、普通の女の子のように、ショッピングをして、おしゃべりをして、恋がもっとしたかった。あぁ、恋がしたかったな。」

手紙の最後は、そんな言葉で終わっていた。

「ねぇ、レティス。僕も勇者というものが何なのか、わからないんだ。ただ、決められた道を歩いているだけ。したいこと、やりたいことを何もかも諦めて、運命の決められた道を進んでるだけさ。

でもレティス。君がいなくなって、悲しいよ。わけがわからない。」

シリルは、レティスの体の上で、大声で泣き叫んだ。

カラスがその肩に乗って、シリルの髪を撫でる。

泣き虫勇者の涙が、止まるまで。
第三章　命、燃え尽きてこそ

もう二十を越え、王位をつぎ立派な王となった光の女王リヒテは王宮で、古い伝承の事を思っていた。

あの勇者の伝説、代々コーネリア王が受け継いできた蜘蛛の紋章。あれ以来、紋章を持つ者は現われていない。いつかそいつが、私の王位を脅かす日が来るのかしら。

女王は伝承をさらに続けた。

世界が絶望に覆われし時、

蜘蛛の紋章を持つ勇者が現われ、

闇の衣を纏い、

光の剣を用いて、

その勇気の力で、

この世界を真実に導き、

救うであろう。

「勇気の力、ねぇ。」

リヒテは笑う。けれども彼女は王直属の捜索隊に蜘蛛の紋章を持つ者を探させることを止めなかった。彼女が恐れているのは、この世界で、彼だけである。

○

シリルは戦場を抜けて、さらに先へと進む。もうすぐ光の王国の国境だ。

その町は薄曇りの空に焼き払われた家々から出る煙が渦を巻いて、既に死だけを待つ人間のにごったうめき声に満ちている。

その町は一匹のモンスターによって、滅ぼされたのであった。夜明けに、そのこの世界最強と呼ばれるモンスターは太陽を背にやってくる。そして、名乗りをあげる。

「俺は、この世界で最強最悪のモンスター、がいこつ剣士リヒャルデ・イヒトだ！この町の全てを滅ぼしに来た。

愚かなる人間共よ、泣け、わめけ、そして私に命乞いをするが良い！その時こそお前達は、五体満足であるにもかかわらず、日々をいかに無駄に過ごして生きてきたか知るだろう。命の尊さを知るだろう。

私は探している。そうして私を、お前達の生命を燃やし尽くして、私を倒す、真実の人間を！」

そう宣言すると彼は十三本の手の内、十二本の剣を握っていない唯一のむくろの手で、器用に布袋からしけもくを取り出し、一服する。まだ何がこれから起こるのかさえ、理解できずにいる死へのカウントダウンの始まった町を見下ろして。

「すまねぇなぁ。」

彼はつぶやく。そうして、彼の唯一の相棒である老犬の頭を撫でると、空洞の目のくぼみに青い火を燃えあがらせた。

「では、こちらから行くぞ！」

○

シリルはまた、細い蜘蛛の糸を頼りに、その死を迎えたゴーストタウンを歩いていた。カラスのミゲルは死肉をついばみ、町の上空を旋回している。

「どうしたい、ルドビク。何を震えているんだ。まだ死に怯えているのか。なあに、死んだ所で、何もかわらねぇ。永遠の孤独が、一瞬の静寂へと変わるだけさ。

おいおい俺はゲイじゃないぜ。しょうがないな。」

がいこつ剣士、リヒャルデ・イヒトは、死体の流れる川辺で石に腰掛け、愛犬ルドビクと話をしている。

ルドビクはもう目が見えないようだ。リヒャルデの太ももの骨の上に乗って、幸せそうにしている。

やれやれと煙草を吸いながら、彼はその手でルドビクの頭を撫でる。

「どうしてそんなところが良いのやら、ルドビク。俺は骨と筋ばかりの男だぜ？洗濯板の上で昼寝してるようなもんだろう。」

そうは言いながらも、嬉しそうにしていたが、ふと、彼は目線をしけもくに落とす。そこには一匹の薄とうめいな蜘蛛。

「やれやれ。ちょいとお客人のようだ。ルドビク。」

彼は蜘蛛ごと、しけもくを足で踏み潰すと、十二本の剣にくもりがないか、眺めた。

○

ギャアギャアとミゲルが上空で騒ぐので、そこへシリルは急ぐと、そこにはがいこつ剣士が生き残りであったであろう母親を殺して、その女の抱いていた赤ん坊を腕に抱いている所だった。

リヒャルデは青い炎の瞳を、ゆらりとゆらめかせて、シリルに向かって口をあける。

「よう、あのカラスは、あんたの連れかい。生き残りを教えてくれて、感謝する。」

「その子をどうする。」

「あんたに、関係ある子かい？」

「いいや、知らないが･･･。」

「そうか。」

リヒャルデは、赤ん坊を見る。笑いも、泣きもしていない。

悟っているようだ。リヒャルデは一言、口に出す。

「ごめんな。」

そうして目にも止まらぬスピードで赤ん坊を脳髄から真っ二つに切り裂く。一滴の血さえ飛びはしない。シリルはあまりの光景に一言も、発せない。剣は、くもり無きままだ。

「残念ながら、俺はもう人間じゃないんでね。心が壊れちまってる。虐待を受けた人間が、虐待を繰り返すみたいに、俺の心には、人間への復讐しかないんだ。お前の命を、尊い命を、奪ってすまねぇ。すまねぇ。」

剣士は赤ん坊をどさっと投げると、歩き出す。

「来な、勇者さん。」

シリルは、丸い目で、その光景を見ていた。

○

その川辺の、老犬ルドビクとリヒャルデの座っていた石のそばには、三メートル程の枯れ木があってそこにカラス、ミゲルは止まる。

そこには一本の首吊り用のロープが、わっかを作ってつけられている。

「あれは・・・。」

シリルは問いかける。

「ああ、これかい。さっき見たろう。俺は人を殺すのが大嫌いでね。人間だった頃は、命を粗末にする人間が大嫌いだった。だが、こうしてモンスターに生まれ変わって、人間の裏切りへの憎しみと怒りから、人の命を奪い続けてる。だからいつでも死ねるようにって、町を滅ぼしたら目印に作っているんだ。」

くうん、と、そういうリヒャルデの足元に、ルドビクが鼻をすりつける。

「だが俺は、人間全員を殺すまで、自殺は出来ねぇ。だからそれまで永遠に、罪への後悔と裏切りへの憎しみの炎とで、心を焼かれ続けるのさ。」

と言ってまた煙草を吸おうとするリヒャルデを、吸いすぎだよというようにルドビクがとめる。

「あぁ、ごめんよ。ルドビク。客人の前だったな。」

リヒャルデは、煙草を戻し、石に腰掛ける。だがやはり、手持ち無沙汰となり、しけもくを取り出し、火をつけ、口を開く。

「で・・・。」

煙草を吸うと、煙はおおかた、彼の肋骨からそのまま、上空へと立ちのぼる。シリルはそれで煙草の効果があるのかしら、と、どうでも良いことを考えてしまう。

「で、蜘蛛の子から聞いている。光の国へ入るのだろう。巨人が守ってるからな。」

シリルは聞き返す。

「巨人？阪神？」

「そうそう。くーるまにポピー！って、歳がばれるや無いかーい！」

「・・・。」

リヒャルデはしけもくを投げ捨てて、赤くなり始めた夕陽を見つめる。

「からくりじかけの巨人、アニマ・ギガンテス。王都へ続く門を守ってる。あいつをさけて光の王都へ入る道は無いぜ。しかもあいつは光に紫外線、Ｘ線レーザーで通行を監視しているから、魔法の類も見破られる。壊すしかねえだろうな。・・・なんとかして。」

「ふむ・・・。」

勇者は考え込む。

「まぁ、もう今日はこれから夜になる。酒でも呑んで、じっくり休め。そうすれば良いアイデアも浮かぶだろうさ。」

見ると、ルドビクとミゲルが、楽しそうに毛づくろいなどをしあっている。カラスと犬は仲良しになれるのか、と、シリルは笑った。

○

シリルは焼けた肉を頬張りながら、焚き火の向こうでコップ酒を飲むリヒャルデを見る。ちびちび口付けるそれは骨をつたって、地面をぬらし、それをルドビクがちろちろ舐めては、彼用に与えられた人骨焼きに舌鼓を打っている。

煙草の時同様につっこみたい衝動に駆られるシリルであった。

その酒、呑む意味あるんですか、と・・・。

リヒャルデは木切れで火をいじりながら、それを見つめている。

「俺はさ、障害者だったよ。人間だった頃ね。」

酒飲み独特のくだ巻きが始まった、と、ルドビクは思った。

「お前は知らないだろうが、人間界では、障害者はセンターと呼ばれる学校に隔離されてね、集団生活する。

知的、精神、身体に関わらず、一緒くたでゴミのように世話されたよ。でもな、ある日、モンスター軍との戦争が始まって、経費削減で俺達はほったらかし、飢え死にを余儀なくされる所だった。」

シリルは、リヒャルデを見つめる。目が思い出を語る、優しい緑の炎を灯している。

「俺はさ、足が動かないだけで、ここ（と頭を差す）は無事だったから、生きる為に、みんなで協力しようって訴えたんだ。

庭に出てさ、知的の人間は、木登りして、木の実を取ったり、二人一組や三人タッグで、足りないところを補い合ってさ、辛い事故が起きたりもしたが、何とか協力して、生活してた。それはそれで、凄い楽しかったんだぜ？」

ミゲルがシリルの肩に止まる。ミゲルも言葉がわかるかのようにがいこつ剣士を見る。

「昼はみんなで日溜まりの時間さ。日向ぼっこをして、歌って踊るんだ。知的の子でさ、花、摘んでくれて、髪に差してくれた。みんなで学校の砂場でままごとしたり、目の見えない子は耳の聞こえない子と二人で親友になってたな。いつも二人一緒で、かけっこして、スゴイ早かった。

みんなで歌いながら踊ると凄いんだ。もうさ、恥とかそういうの無くて、野生の雄たけびみたいに、熱い魂のステップでみんな踊ってた。

少しでも俺が、悲しそうにしてると、空っぽの脳味噌の綺麗な瞳で、じっと俺を眺めてくるから、泣けやしねぇ。

うるさい管理者のいない、最高の日々だったよ。」

リヒャルデが酒を飲み干す。ジャバーともれる酒。少しだけ焚き火にかかり炎がゆれる。

「だが、クリーン法が発令されて、黒人白人は奴隷となり、障害者、伝染病者は人間の血が汚れると皆殺しの命令が下った。」

リヒャルデがシリルを見つめて、しけもくを取り出し、火をつける。

「抵抗しては見たものの、俺達は五体不満足。あっちゅうまだった。みんな、リーダー助けて･･･って俺を見ながら、俺の目の前で白目を向いたよ。俺も殺された。だから俺は誓ったんだ。もしも生まれ変われるなら、モンスターとなって、誰よりも強くなって、人間を皆殺しにするってね。そうして、ここにいる。」

シリルは、彼を思うと、涙が止まらなくなった。同情しては失礼だと思いながらも、あまりに切なすぎる。

リヒャルデは笑った。

「おめえは泣き虫だなあ。もうちょっと強くなんねえと、守りたいものも守れねえ。愛した人間に、捨てられるぞ。ちょっと来い！俺が稽古をつけてやる！」

○

人の里の光のない、満天の星の夜は驚く程明るい。

星影のコロシアムで、僕らは剣を交えた。

「甘い！」

リヒャルデは十二本の、干支の梵字が一本ずつに刻まれた剣で、シリルの全ての太刀を防ぎながら、みねうちを繰り出してくる。身軽な骨だけの体はさながら、宙を舞う薄絹のよう。そしてその太刀は、重い鉄のハンマーの一撃のようだ。

「ゲホッ、ゲホッ！」

何度も、何度も、鬼の形相のリヒャルデの太刀を交わし、受けるシリル。けれどリヒャルデはどこか嬉しそうだ。

「ではとどめといこう！」

リヒャルデは十二本の剣を時計の文字盤のように円形に重ね合わせる。そしてそれをそのまま広げ、網で捕らえるようにシリルに飛びかかる！そこには一分の隙もない！シリルはとっさに、一歩後ずさり、目を閉じる。

「見切った！」

シリルは手首を回転させ、その太刀全てを払う。無防備になるリヒャルデに剣を突きつけるシリル。

「どうだ！」

「どうかな？」

と、リヒャルデは完全に骨となり崩れ落ち、そのまま瞬間移動して、シリルの背後をとり、先ほど払われた際に投げ上げた剣を取り、シリルの首のつけねに押し付ける。

「うっ・・・。」

「私の勝ちだ。」

シリルが力を出し切ったと崩れ落ち、リヒャルデが笑う。

「まだまだだが、私をここまで追い詰めたのはさすが魔王の息子と呼ばれるだけのことはある。戦えて、幸せだったぞ。強くなれ、もっと、もっと強く！全てのモンスターを守る強さを手に入れろ。お前が王となることを望むのなら。」

シリルは、戦いの興奮の後の、いつもの苦さを感じている。

「戦いたくなんてない・・・恐い・・・。でも、どうして戦うとこんなに心は熱く高鳴るのだろう。モンスターの王になんて、なりたくない。僕はただ、魔王テオドールのようになりたい。それだけだ。」

シリルは服の裾で汗を拭い、リヒャルデに促されるままに石に手をあてて頭をのせ、野宿した。酒の酔いのせいか、すぐに眠りについてしまった。

○

その夜、リヒャルデは長いこと、目覚めたまま、ルドビクを抱いて星を見ていた。煙草の煙が風の無い夜の闇に溶ける。その日はやけに煙草がおいしく感じられた。

「星が・・・美しいな。」

気がつくと、リヒャルデの頬を涙が伝っている。

「この世界は美しい。どんなに運命が人を翻弄しても、誰にも等しく美しい世界がある。いつも、その世界に救われ、生きることを決めたんだ。本当に、この世界は美しいな、ルドビク。」

ルドビクは目に見ることが無かったが、リヒャルデの涙のしずくをなめて、その素晴らしい景色に酔いしれた。

そして、ふと思った。がいこつの涙はどうやって出してんねん、と。笑。

○

夜明けだ。いつも戦いの始まりには太陽を背にして立つと、決めている。それは太陽を裏切り影に生きる自分の、一つのポーズであり、光に照らされた自分が命を奪う人間の姿を、この炎の瞳に刻み込む為である。

リヒャルデの足元には、ルドビクの死体があった。彼の手で首を切られている。

「俺とお前は二匹で一匹。すぐに後を追う。もしも地獄で出会えたら、また仲良くしてくれ。だがルドビク。お前は天国行きか？」

この骨の体は、何も感じない。煙草の味も、酒も。だが、感じるとは、どういう事だ。なぜ、昨夜涙は流れた。きっと、胸のココが、幻を現実にしてるんだ。

手が足りないから、脳が足りないから、心が壊れているから、知ったことか。本能で生きろ。生きれば良い！俺はそうする。

巨大な崖の上から彼が見下ろす眼下に、永遠のように繋がる石壁と崖よりも大きな大きな太陽の神殿のように、鈍色にかがやく、鉄の塊、アニマギガンテスが、光の王国への扉を守っていた。

そのからくり巨人の左腕には旧式連射ミサイルが、右腕には何万本もの腕と剣が、中央には波動砲を打つ、砲台が、左足には火炎放射システムが、右足には魔法を詠唱し、一定時間ごとに治癒を施す魔法陣が無数に書かれている。

一つ目の頭部は千里眼で、レーザーを持ち、近づくモンスターは瞬時に焼き殺す。

大きな口はあらゆる黒魔法を詠唱し、全ての攻撃は同時に行われ、小さい軍隊なら一瞬で消滅させられる力を持っている。

その動力源は今では失われた技術である核の力が用いられていて、その力で４つのエレメンタル、火、土、水、風のエネルギーが、アニマギガンテスの全身を満たしており、中枢のマザーコンピューターシステムによって、それは制御されている。

それは「うがー、うがー」と、コンピューターらしからぬ野生の声を出しながら、まばたきをする。

そうして、次の瞬間、彼は見た。太陽を影にして自分の眼前に、薄絹のように飛んでいるがいこつを！

「俺はリヒャルデ・イヒト！お前を倒しに来た！」

彼は叫び、そう宣言すると、まずは右足の癒しの魔方陣に剣を突き立てていく。アニマ・ギガンテスが答える。

「我は世界なり、世界の全ての力なり。未熟なる者には全てに死を与えよう。」

巨人の瞳からピンク色のレーザービームが発せられるが、軽やかによけるリヒャルデ。いくつもの手で攻撃を防ぎながら、魔方陣の力を奪っていく。一つずつ、緑の光が消えて、アニマ・ギガンテスの自動回復の力が失われていく。

と、一瞬の魔法詠唱の後に立て続けに稲妻が放たれる。リヒャルデはそれを間一髪でさけ、最後の魔方陣にとどめを刺した。

「これで後は力と力の戦いだ。機械と生身、つってもがいこつだが、最強はどちらか、思う存分戦いを楽しもうぜ！」

シリルは眠っていたが、ぎゃあすぎゃあすとわめくミゲルの鳴き声に目を醒まし、遠くの紫煙を目撃した。＿＿＿またか、リヒャルデ。また、また・・・。

シリルは駆ける。そして見た。リヒャルデと巨人の死闘を。それは彼の足を止めさせた。いや、すくませたと言っても良い。

立ち上るいくつもの爆撃、爆雷の中を、鳥のように舞い、蝶のように差すリヒャルデ。白かった骨は焼け、赤く燃え滾る炭の色をしている。その顔は恍惚に笑っている！

「リヒャルデ・・・。」

シリルの心に、リヒャルデの思いが届く。

「見ておけ、俺の生き様を。刻め、真の強さを！弱さこそが、力の源となるのだと！」

シリルは心の海底からゆっくりと泳いでのぼり、水面へ顔を出し、戦いを見る。

＿＿＿戦うのは恐い・・・。世界は、恐いよ・・・恐い・・・。恐いよ！恐いよ！

リヒャルデは戦いながら、死んでいった友の事を思い出していた。あの田舎の養護学校で、共に生きた仲間達。

チィは、なじられて死んだ。懸命なリハビリでようやく杖を突いて歩けるようになった体に、クリーン法の名の元に健常者共はバックドロップをかけて顔面を殴り続けた。俺達は見ているしかなかった。

知的障害のあるセレネは、空腹で毒の草を食べて死んだ。可愛い、赤い花がついていたから、食べたくなったんだよな。俺が頭を撫でると、お腹すいているのに黙ってにこにこしてた。死ぬ時も、俺の分の花のお弁当作ってくれたよな。

チィ、セレネ、テューロ・・・俺、最初センターに入った時、生意気だったろ。俺まだ健常者だったころの普通だった自分を、お前らよりえらいって思ってたからさ。お前らに冷たく当たったよな。

でも、いつもボール遊びに誘ってくれた。俺が故郷に帰りたいって泣いてる時、頭撫でてくれたよな。

覚えてる。職員にレイプされて、おかしくなったテュロス。

俺のちんこを、撫でるように欲しがった。

親に虐待されて、壊れてたカイロ。でも俺達にだけは手を上げないで、いつも木に頭を何度もぶつけてたよな。

俺、みんながリーダーに、選んでくれたのに、守れなくてごめん。

学校に、机を並べて、バリケードを作る、昔の人間の頃のリヒャルデ達。だが、それは軍の手によって簡単に壊され、ロボットに殺され、男達にレイプされ、殴られる仲間達。裸でオナニーをさせられている奴もいた。舌を噛み切ったやつもいた。

俺も、戦った。でも、殺されたよ。あいつらの声を覚えてる。

「お前らは出来損ないだ。不完全な人間の失敗作なんだよ。おもちゃは壊れたら、いじって、ゴミになるんだ。お前らに、生きてる価値などない。お前らの命はゴミだ。」

って・・・そうして、俺も殴られて、死んだ。みんなの、断末魔を聞きながら。

アニマ・ギガンテスの攻撃は続いている。果てしない攻撃。両者は互いに一歩も譲らない。

「だから俺は、死の間際、世界を呪った。俺も五体満足になりたい。完全体になりたい。完全体になって、価値あるものになって、誰より価値あるものになって、復讐する。みなごろしにするって・・・。俺を捨てた、世界を！」

リヒャルデの十二本の剣は十二色の怒りの炎を帯びて、アニマ・ギガンテスに太刀を加える。アニマも最大出力で、節々から蒸気を上げながら、剣をふるい、矢を放ち、魔法を打つ。アニマはつぶやく。

「我は全ての力なり。完全なるものなり。我は全てを滅ぼさん。我は最強、最強なり。」

リヒャルデは笑う。アニマが、ふと、答える。

「どうして・・・ワラウ・・・？」

リヒャルデが答える。

「楽しいからだ。俺は嬉しい。お前は強い。俺と同じに強いからな。」

「楽しい・・・？それは、どんな感情だ。私はずっと産まれて、ここにいて、最強でいる。だが何も知らない。私と語るものもいなかった。ずっと孤独だった。知りたい。」

「そうか・・・。お前は今、俺と戦えて、どう感じているんだ？」

「不思議・・・。わからない。でも・・・楽しい・・・幸せ、喜び、幸せ･･･喜び、楽しい・・・！」

「理解ったみたいだな。」

気がつくと、アニマ・ギガンテスの眼前にリヒャルデがいる。

「すまねぇ、俺の勝ちだ。」

リヒャルデは、神のように、アニマギガンテスを真っ二つに切り裂く。と、ギガンテスは両腕で、リヒャルデを掴む。

「それは・・・どうでしょう？」

と、ニヤッと笑う。リヒャルデも笑う。

「バカが･･･。」

自爆する、アニマ・ギガンテス。

力無く、飛び散るリヒャルデの骨を司る心の宝石が、肋骨を出てむき出しになる。

それは真昼の太陽の光を浴びながら、高熱で輝いている。その宝石はリヒャルデの叫びを伝える。

「シリル！俺は知った。人の価値は、五体が満足であることや、才能を持っていること、まして人種や、肌の色や産まれた場所、地位、名声、金持ちなんかじゃねえ。やっと、今、死ぬ間際に気付いたぜ･･･。みんな仲間が必死に教えてくれたのによ、シリル。

人の価値は！」

その声は世界中に響き渡る。

「与えられたその命を、いかに燃え上がらせるかにある！

個人の能力の差は何も関係ねえ！

命を、魂を！どれだけ赤く、真っ赤に、この大宇宙をつらぬき太陽よりも強く、海よりも深く大きく、光らせ、輝かせるかによる！だから全ての命は、平等で価値があり、その時、私達は全ての嫉妬や妬みから自由になれるのだ。シリル！強くなれ！そして世界を救え！虐げられている者をお前の手で救え！そうして、お前の命を輝かせろ。輝かせろ！それが私の命を懸けた勇者たるお前への、約束だ。」

赤い宝石は、白く光かがやき、そしてくだけちった。かすかに、声が聞こえる。

「ルドビク、待てよ。一緒に行こうぜ。待てったら・・・。みんな・・・迎えに来てくれたのか、ありがてぇ・・・。なんだよ、恥ずかしいぜ･･･。んとによぉ・・・。」

シリルは、立ちすくんでいた。

泣くのは失礼なのに、涙が止まらなかった。

強くなりたいと思った。

中空を光の雨のように、赤い宝石の粉がきらきらと、いつまでも降り注いでいた。

○

シリルは唯一、壊れずに残ったリヒャルデの剣を手にした。

その剣は後の世に、シリルの目にも止まらぬ剣技ゆえ、刀身を確認すら出来ないという意味で、また、一瞬で死という永遠の夢を見せるという意味から、夢幻の剣と呼ばれた。
第四章　泣かない仮面

その光の王国の、国境の扉を抜けた先には王都まで続く荒野の砂漠があった。とても白い砂と岩で出来たそこは昼間でも冷んやりとしていて、シリルと一匹のカラスは陽炎を追うように歩き続けた。

どこまでも・・・一面の白い砂漠を歩いていると、妄想に心が支配されてくる。見えるはずの無い物が見え、聞こえるはずの無い声が聞こえる。本来は来ることの出来ない深海の底、絶望の国から、悪魔がやってくる。

シリル・・・シリル・・・。呼ぶ声がする。

嫌だ、僕はここにいる。ここにいるんだ･･･。

この深い海の底にいて、もう外には出ない。何も見ない。

幸せなままでありたいんだ。穢れのない少年のままで

闇を見ずに死にたい。

もしも僕がここから出れば僕は見ることになるだろう。

闇なんて、知らなくて良いだろ。

深く海の青に身をゆだねていると、心が腐ってくるんだ。

するとね、光が消えていって、闇になるよ。

真実を忘れてしまう。

そうして目を開けたら、笑える。

あれ？僕は何を泣いていたんだ。

この世の中は、バラ色さ！人はみんな幸せに

なれるよ！僕はガトーショコラが好き。

とろけ出すチョコレートの甘さが、とろけさすだろ？

性的なこと？それは何だい？僕は天使なんだ。

アイドルはおしっこもうんこもしないよ？

マスターベーション？クリトリス？君はなんて

汚らわしいんだ。近寄らないでくれないか。

僕だけは綺麗でいるんだから。

深い青い海の底で僕は、僕を殺すんだ。

この汚い世界を、見ずに、僕が幸せである為に。

そこへ降り立ったのがテオドール。魔王だった。

魔王は腰まで伸ばしたストレートの金髪に黒マント、細身の黒のスーツで、彼の海底へと颯爽と降りてくる。魔王は言う。

「私がお前を救ってやろう。手を取れ。」

と。

僕は、この人みたいになりたいと思った。だから、彼の手をとった。

○

まだ５歳のシリルは、魔王の宮殿を次の獣操学の授業に遅れまいと走っていた。教授のライガー先生は、遅刻すれば自慢のたてがみを炎のように震わせて飛び掛ってくるだろうから。

そんな時、シリルはクラウンに初めて会ったのだった。一人の、シリルより７つ程上の少女が白いレースのワンピースを着て、ブロンドのパーマの髪を腰まで伸ばし、魔王城の中庭の、みかんの樹の下で、鳥とたわむれていた。

シリルは何て美しい少女だろうと、足を止めた。

「えっ！」

だが次の瞬間、彼は目を疑った。彼女は青い鳥を一羽、片手でムギュと捕まえると、もう一方の手でワンピースを胸元までたくし上げた。お腹があらわになる！なんとそこには、もう一つの顔があった。そして彼女はそのお腹のもう一つの口に、青い鳥を放り込む。噛み砕かれ、骨のなる音。そのもう一つの顔は虚ろな黒い目でシリルをじっ・・・と、見た。口から、鳥の血を滴らせながら。

「ヒィッ・・・！」

シリルが後ずさると、その声に気付いて、少女がワンピースを元に戻し、シリルを見る。青い瞳で･･･。そして、ニコリと笑うと、スカートの裾を広げて、挨拶をした。

と、彼女へ向かって、歩いてくる人影。魔王であった。彼女は魔王を見ると飛びつき、肩に手を回し、舌を絡め、ディープキスをする。それを返す魔王。シリルは思った。

「なんであんなやつと･･･キスを・・・！魔王は僕のものなんだ！誰にも渡さない！」

次に彼女と会った時には、彼女の顔にはクラウンのピエロの面がつけられていた。

○

シリルはそれから度々やってくるクラウンが、その毎に魔王と深夜情事を重ねる声に耳を塞いだ。汚らわしい・・・！僕の魔王を、テオドールを汚さないで！

聞こえない・・・何も聞こえない。・・・。ここは深い海の底なんだ。僕は口を閉ざした貝なんだ。

そうして、毛布を被って眠るのだった。

○

シリルは魔王と二人で食事をするのが好きだった。長方形のテーブルの端と端に座って、音をあまりたてないで礼儀正しく食べる。食べている間はあまり話さなかったけれど、食事が終わると二人でソファに横に座って、火の灯る暖炉の前で色んな話をした。

「ねぇ、テオドール。どうしてテオドールは魔王になったの。」

魔王はロックのブランデーを傾けて、答える。

「さぁ、どうしてだったでしょう。忘れてしまいました。」

「嘘だ！」

シリルは体全体で魔王の上にのっかり、密着して魔王に問う。

「教えてよ。」

魔王は笑う。

「良いですよ。では、一度だけ、私にキスをさせてくれるなら教えましょう。可愛いシリル。」

シリルは！して、そして怯えた。

「じゃあ言わなくていい。」

「どうしてです？知りたいのでしょう？」

「キスなんて汚い。」

「愛している者同士はキスをするのですよ。あなたは私を愛してはいないのですか？」

「愛してるよ、でも・・・。」

魔王は笑う。

「いつも・・・クラウンと、私がするのを、苦々しくながめているではありませんか。だったら、あなたもすれば良いのです。私を、愛しているのなら。」

魔王は、シリルの首に腕を回す。シリルが、顔を背ける。魔王は思った。私は、・・・この子に恋をしたのか、と。

○

もう充分に、男に恋をして、裏切られたのに、俺はまた男を愛するのか･･･と、テオドールは思った。

まだ、自分が魔王になる前、人間だった頃、私はハンセン病を患っていた。顔や体の皮膚が腫れ上がり変形する病気。治療法は確立されていなかった。

父と母は、そんな僕を世間体から疎んじて、奴隷のようにこき使った。そして決して外へは出さなかった。鎖に繋がれ、犬小屋に住まわされ、残飯を与えられ、トイレ掃除や屋内の仕事をさせられた。

私が鎖に繋がれた離れの部屋は、古い本がたくさん積まれていた。その西洋風の屋敷に住んでいた前の住人の残したものなのだろう。いつもそれを読んで過ごした。

ずっと・・・ずっと一人だった。ずっと・・・。他の兄弟の幸せそうな声がする。晴れの日も、雨の日も、冬の日も一人だった。

ある時の残飯はおかしな匂いがした。わかってしまった。とうとう両親は俺を殺そうとしている。

俺はためらった。食べれば楽になれる。楽になれる。

俺は、大好きだった一冊のボロボロの本を手に取った。

それはある一人の男の革命の物語だった。一人の奴隷として産まれた少年が、神に導かれ、腐りきった国の王を殺し、自由の国を作る物語。

その本の中で主人公は無実の罪で牢に繋がれて、鉄格子からもれる光を見た。そしてつぶやいた。

「生きている限り、希望はある。どんな闇の中にあっても、諦めてはいけない。」

魔王は思う。

「この俺の命は、俺が望んで得たものじゃない。運命が、俺を選んだんだ。ならきっと俺の選択も、人生も全て、運命に定められているんだろう。」

魔王は本を握りしめた。

「なら、賭けてみようか。」

魔王は床に落ちていた、一枚のコインを手に取る。

「表の数字が出たら、俺はこの飯を食う。だが、もし裏側の革命のバラが出たなら・・・。」

魔王はコインを親指の爪で投げ上げ、左の手の甲に乗せ、右手でそれを覆う。

「俺は死ぬまで、この呪われた運命に、逆らい続ける。」

ゆっくりと、手がどかされる。そこには、革命の赤いバラが、銀色に輝いていた。

次の日の朝は大雪であった。その屋敷を訪れた使用人は、家中の人間が何者かの手によって殺され、離れにはずされた首輪を発見するのだった。

○

ふっ、と魔王は我に帰り、ふくれている可愛いシリルを見た。向こうを向いている。

「ごめんなさい、シリル。無理なことを言いましたね。お詫びに・・・踊りませんか？」

テオドールが、レコードに針を落とす。ゆるやかなストリングスと、まるで雨音のように優しいピアノと、かすれた女性ボーカルのジャズが流れてくる。テオドールがひざまずき頭を下げ、手を差し伸べると、「うん！」と嬉しそうにシリルはﾜﾗって、その手をとる。

ゆれるランプの明かりが二つの踊る影を真紅の絨毯の上に切り出す。スローなテンポで奏でられる甘いメロディ。二人は踊る。

「シリルは、私の事を愛していますか？」

「愛は・・・わからないけど、大好きだよ。」

シリルはぎゅっと自分を抱きしめて、耳元でそうつぶやく。

「昔・・・。」

二人歩幅を合わせて踊りながら、テオドールは言う。

「大切な人がいました。私は、彼を愛していました。」

魔王は思い出す。光の王であり、勇者であったジャスティンのことを。

あの後、山で同じように逃げ出した奴隷やハンセン病患者たちのリーダーとなって、山賊のように暮らしていた私を、当時光の王国の兵士長となっていたジャスティンが捕らえたのだった。

「お前か、鳳龍山の化け物というのは。確かに見苦しい顔をしている。」

ジャスティンは人間だった頃のテオドールのあごをとり、しげしげと眺める。

「殺せ！もう私に用はないだろう！」

ジャスティンは笑う。

「だが良く見れば、愛らしい。お前の知略、山賊のリーダーにしておくには惜しい。私の軍師となって働いてはもらえないだろうか。」

テオドールは目を丸くして、ジャスティンを見る。

「私が・・・必要だというのか？」

ジャスティンはうなずき、歯を見せて笑う。

○

誰かに、必要とされたのは初めてだった。ジャスティンは、私にその顔では困るだろうと、仮面を作ってやろうと言ってくれた。だから、俺は涙のないピエロ、クラウンの仮面を自分からつけた。それが、あのクラウンの仮面だ。道化師の俺、笑い者の俺。

「楽しい仮面だな。」

と、ジャスティンは言った。嬉しかった。ジャスティンの所有物の、俺。

○

「だが、ジャスティンは、私を裏切ったのです。」

え？と、シリルは魔王を見た。黒髪がゆれ、黒い瞳にテオドール自身が丸く映る。

「あれは、先代の魔王を彼が殺して、光の王国の王となる日の事でした。私は、彼の部屋に呼び出されたのです。彼は言いました。良くやってくれた、テオドール。お前のお陰だ、と。」

テオドールの瞳が、遠く虚ろを見ている。

「私は、喜んで彼に抱きつき、頬にキスをしました。彼はいつものように歯を出して光のように笑いました。そして、言ったのです。」

テオドールの脳に、あの時の言葉が、魔王を殺すという銀の伝説の槍の姿で、突き刺さる。

「だが、光の王国に、クサレはいらぬ。穢れた人間は、この光の王国にはおられん。」

テオドールは、ジャスティンを見る。

「今･･･なんと・・・。」

「ありがとう、テオドール。今まで、良く尽くしてくれたな。」

魔王は思い出している。

「ずっとおそばに置いてくださると、俺の背中はお前が守るのだと、一心同体だと、ぴったんこだとおっしゃったではありませんか。私を愛していると、おっしゃったではありませんか。ジャスティン、捨てないで。僕を、捨てないで･･･。」

テオドールがジャスティンにすがりつく。

「私に触れるな。光の衣が、まるで糞のように臭くなるわ。これで、もう何度も風呂に入らないですむ。ゴミを、片付けるとしようか。」

「そん・・・な・・・。」

目にも止まらぬスピードでジャスティンは人間のテオドールの顔面に剣を突き刺した。クラウンの仮面が真っ二つに割れて、腫れ上がったテオドールの顔が光に晒される。血でゆっくりと赤くなる瞳で、テオドールはジャスティンを見た。そして、世界を呪った。

「憎い・・・。もしも私の願いが叶うなら運命よ。私を生まれ変わって、誰よりも美しく残忍な、あらゆる力を持った世界の破壊者に生まれ変わらせておくれ。」

○

シリルはぽろぽろ泣いて、テオドールをみている。

だから優しく魔王はシリルにキスをした。

「！」

シリルが口を拭う。その時だった。魔王がシリルの後頭部にピストルをつきつける。カチャリ、と、安全装置がゆっくりとはずされる。魔王は言う。

「愛しています。シリル。裏切れば私はあなたを殺すでしょう。」

シリルはそういう魔王テオドールのあまりの美しさに、ぽうっとなって、すぐに真剣な目で見つめて言う。

「うん、大丈夫です。僕はあなたを愛していますから。」

魔王はピストルを収める。シリルが笑って、テオドールの頭を撫でる。

「辛かったね。大丈夫。僕がテオドールを守るから。」

魔王はシリルを見つめた。そして思う。

シリルは確かに、勇者なのだろう。これ程までに弱く脆い人間に、私は癒されている。きっとこれは彼の産まれもった力に違いない。

テオドールの頭を撫でるシリルの手には、勇者としての蜘蛛の印。

その夜二人の影はずっと遅くまで、一つになって踊ることを続けた。

○

そうして、二人で抱き合って眠った。次の日の朝に目を醒ますと、シリルは先に目を醒まして、ぼんやりと外を眺めている。

「どうしたんだ？シリル。」

「ううん、なんでもない。」

○

砂漠を旅しながら、シリルは思い出している。あの時も、僕は深い海の底にいた。

「愛がなんなのかなんてわからない。でも、テオドールがそばにいれば、ぬくもりがある。これが運命で、僕は諦めるよ。テオドール、大好きだよ。愛してる。」

虚ろな目で、深海の底に、シリルの体は沈んでいる。

テオドールはそんなシリルの心の闇を、自分に重ね合わせて、彼を愛したのかも知れない。

○

カラスが、ぎゃあと鳴いた。遠くに都が見える。蜃気楼ではない。何故なら都全体が、黄金に光り輝いているから。

○

魔王テオドールは魔王城の自室で計画の書かれた図を眺め、クライマックスが近づいているのを感じていた。その時、魔王の仮面を受け継いだクラウンは、白猫のカフカを抱いて、光の王宮の高い塔の屋根の天辺につま先で立って、近づくシリルを見つめていた。巨大な満月を背に。

「もうすぐ・・・、完成する。」

テオドールはつぶやいた。
第五章　裏切り

勇者シリルは王都へと入った。彼は人間であり黄色人種なので、特別怪しまれることは無かった。彼は初めて見る多くの人間達に目を奪われている。

人々はシリルの肩に止まったカラスを驚いて見つめながら、足早に歩いていく。

王宮への道中で彼は何人もの奴隷としての黒人や白人が鞭打たれ、殴られるのを見たし、それを見て笑う黄色人種の子供たちを見た。物乞いをする乞食の鉢を蹴り上げ笑う酔っ払いの親父を見た。だが彼は気にも止めなかった。

それよりも彼の瞳には市場で売られるフルーツの色の鮮やかさ、空の澄んだ青さ、子供達の明るい笑顔に、心奪われるのだった。

彼は思った。

＿＿＿ここは楽園じゃないか。魔王城は暗くてじめじめして、本当はあまり好きじゃなかった。なんてここは楽しそうなんだろう。

ってダメダメ。僕は光の女王を殺しに来たんだから。

シリルは歩き続け、やがて王宮へと辿り着いた。王宮は黄金の丸いドーム状をしていて、ガラスの階段が王の居室へと続いている。守りの兵の目を欺く為、彼は妖魔の朝露を呑むと、彼の姿は霧となって、消える。

＿＿＿これで、絶対にばれないぞ。

先へ進んでいくシリルとカラス。玉座へと続く、巨大な金の扉を、開く。

○

そこに、一人の女がいる。彼女の名は、リヒテ・コウ・コーネリア。第二十三代光の王国コーネリア女王である。先代ジャスティン・コウ・コーネリアの急死により齢二十で王権を継いだ。光の王国の王にして、全ての実権を握る女。

足元まで延びる長い銀髪を、一つに束ね、後頭部の高い位置で屏風のように広げて飾り結いし、残りはそのまま下へと垂らしている。服は襟の大きく開いたチューリップのようなドレスに、白いとても長いファーを巻いて、虹色のチューリップの花のような玉座に座っている。頭上に蜘蛛の紋章の刻まれたコーネリア王の証たる王冠をつけて、背筋を凛と伸ばして。

シリルは一歩ずつ、夢幻の剣を構えて、彼女へと近づいていく。

初めは、眩暈がした。胸が蜂の針で刺されたみたいに、チクリとして、一足ずつその毒が、僕の体を蝕んでいくようだ。瞳は、彼女を野を行くガゼルを見つめる猛獣のように、ロックして、そらすことが出来ない。剣を持つ腕は、彼女を秋の日の高い空に、小さい子が誤って放してしまった青い風船を、取ろうとするかのように宙をかく。

その感覚は、僕に唾液をもよおさせた。その唾液は甘い夏のカキ氷のイチゴシロップを、原液で飲んだかのように、喉の奥をひりひりとさせる。

もう後数歩のところへ来て、僕はその初めての感覚の名前を知る。恋である。

＿＿＿本当は、殺さなくてはならないのに、その時はもう何もかも、目の前のものを手に入れる為なら捨てて、構わないと思った。

シリルの剣が、音を立てて、床へと落ちる。その音に気付き、立ち上がるリヒテの体を、勇者は、両腕で抱きしめる。

「きゃっ・・・。」

リヒテは目を見開いて、ゆっくりと姿を現していく勇者シリルを感じていた。

○

「ぎゃあ！ぎゃあ！」

ミゲルという名のカラスは何度も、鳴いて止めたが、シリルは聞かなかった。彼は魔王城へとシリルの裏切りを告げに飛び立つ。

それをシリルは、リヒテを腕の中で抱きしめながら見た。

さよなら、今までの僕。

○

初め、王宮は暗殺者の登場に大騒ぎとなったが、それが蜘蛛の紋章を持つ勇者であると分かると、一転、それは喜びの声に変わり、あれよあれよという間に、女王との結婚が行われる運びとなった。

なぜなら代々コーネリア王国は、蜘蛛の紋章を持つ勇者が継ぐことをその国の歴史として定めているからであった。

真っ赤な色をしたベッドに、蝋燭の明かりがゆれている。中央には、髪をほどき、細い体に程よく膨らんだ果実としての胸をあらわにして、シーツを腹にかけ、リヒテは将来の主人を待っていた。

舌なめずりをして。

シリルが裸の姿で現われる。鍛え上げられた体は、十五歳のそれとは思えぬ程筋肉がつき、しっかりと生えた胸の毛は、リヒテの心を高ぶらせるのだった。

「なぁに？ポークビッツ？」

と、リヒテは心で突っ込んだ。そこは十五歳。ペニスはとても小さく雁首は覆われ、包茎であった。もちろん、口には出さなかったが。

勇者シリルの心はその美しい乙女リヒテを見て、早鐘のように打ち鳴らされる。鼻息は豚のよう。彼はゴクリ、と唾液を飲み込むと、鹿が岩を越えるように、リヒテへ飛びかかる。

その時、彼の心の深い海は、熱されて消滅した。心の中の純粋な彼は、死に、そして生まれた。そうして彼は獣であり、男となった。

そうして、彼の裏切りは完了した。

○

魔王はカラスの帰りを知ると、計画の書かれた羊皮紙を暖炉の火にくべる。

「さぁ、終わりと始まりだ。」

魔王はそう言うと、笑った。後の世に、彼のことが語られることはない。けれど全ては彼が仕組んだことなのかもしれなかった。今となっては、その計画の全ては暖炉の一瞬の火種となって、灰になって消えようとしている。

魔王は黒マントを背負い、煙草に火をつけて、一服をした。

そしてつぶやいた。

「運命さんよ。俺との最後の戦いといこうか。」

魔王はタバコを深く吸い、長く吐き出すと、暖炉へとくべ、光の王宮のシリルの元へと向かった。

○

そうして、王の間に、三人が揃う。

「魔王・・・どうして、ここに・・・？」

女王と幸せそうに、手を握り合っていた勇者シリルは、目を丸くして、かつて愛した男を見つめた。

「愛する人の帰りが遅いものですから、心配して、来てみたのですよ。さぁ、仕事をして、帰りましょう。魔王城へ。」

僕は・・・リヒテの手の震えを感じている。この人を守らなくちゃ･･･この人を守れるのは僕しかいない。だってこの人は僕の運命の、愛する人なんだから。

魔王は思っていた。私はこの結末を、知っていたはずなのに。全て私の計画のはずなのに、何故、あのジャスティンに裏切られた時に枯れ果てたはずの涙が頬を伝うのだろう、と。

勇者シリルは、モンスターの勇者として、光の王国の王を倒すべくして魔王に育てられた。
呪われし蜘蛛の紋章の子は、そうして、魔王テオドールをその剣で一刀両断に切り裂いた。

彼を愛し、彼を育て、一番に彼を愛した人間を、そうして彼は伝説の通り、勇者として、魔王を倒したのだった。

魔王は口から血を吹いて、前のめりに倒れる。シリルは、言った。

「ごめん・・・。」
第六章　種明かし

その静寂は、光の女王リヒテの高笑いによって打ち破られた。

「あっはっはっはっはっ！あーっはっはっはっはっ！あーーっ！はっはっはっは！」

シリルがけげんそうにリヒテを見る。僕は君の為に最愛の人を殺したんだよ。何故、笑っているの？

と、リヒテの首に巻かれていたファーが突然もぞりと動き出し、宙を踊り、魔王のなきがらへと、向かう。

「あれは・・・カフカ！」

そう、それはクラウンの白猫である。シリルが見ているとゆっくりと魔王のなきがらは、彼の最愛のカラス、ミゲルの死がいへと変わっていく！

「ミゲル！どうして！？」

シリルは自分が殺してしまったカラスに駆け寄るとその体を抱いた。

そのシリルの目の前の柱の影から、本物の魔王が姿を現す。その頬には、一筋だけの涙。

「裏切りましたね。シリル。」

シリルは目を丸くして、魔王を見る。と、リヒテ女王が口を開く。

「やったわね、テオドール！これで私の勝ち！次の魔王の座は私の物よ！ありがとう、シリル。」

ゆっくりと、シリルは後ろを振り向く。そこには、クラウンの仮面をつけた、リヒテがいる。

「そんな・・・リヒテが、クラウンだったなんて･･･。」

そうして、また魔王を見るシリル。謝罪の言葉を口にしようとする。

「許し・・・！」

魔王テオドールは彼の髪をつかみ、口に銃口を押し付けためらわずに引き金を引いた。それは後頭部へと抜けて彼の命の火を吹き消す。

力尽き、ばたりと倒れ込むシリルと、見降ろすテオドール。リヒテが彼の腕にしがみつき、シリルへと言い放つ。

「ねぇ、シリル。あなたは一度だけ、私の本当の姿を見たことがあるわね。冥土のみやげに昔話をしてあげるわ。そう、ずっとずっと昔、私はあなたの双子の姉だった。勇者であるあなたを守る為に、私はこの王宮で、私が体を借りたこの女、リヒテ・コウ・コーネリアにその手で引きずり出されて殺された。

あの石造りの冷たい床で、私は肉塊となってうごめきながら、光の王国への復讐を祈ったわ。そうして、モンスターとして生まれ変わったの。醜いアメーバーみたいなモンスターとしてね。」

その声は、リヒテの腹から響いてくる。

「そうしてまずは私は、まだ七歳の少女だった憎いこの女の体をのっとり、魔王に会いに行ったのよ。正当な魔王の後継者としてね。

＿＿＿知ってる？シリル。いつも勇者と魔王は、セットになって生まれてくるの。喜びの子と呪われた子。そう、あなたと、私。そして私達は運命のいたずらで、同じ人を愛し、魔王の座を争った。」

リヒテが、スカートをたくしあげる。その腹には鬼のような形相の赤子のあざ。目を見開き、シリルを見下している。その口から、声が出ているのだ。

「ねえ、テオドール。やっとこれで私だけを愛してくれるわね。あなたはいつもシリルを可愛がった。でも、賭けは私の勝ち、テオドール。私にキスして、テオドール。」

魔王はひざまずくと、そのあざにキスをした。そして言う。

「良くやったな、クラウン。」

「うん・・・。」

リヒテが幸せそうに笑う。次の瞬間、魔王はリヒテの本質であるその腹のあざの眉間を、ピストルで打ち抜いた。

「ど・・・どうして・・・！」

リヒテの体が、どうっ、と倒れていく。

○

魔王はリヒテを見つめる。

「私は、嘘を吐いたことはない。私はシリルと約束をしたのだよ。もしもシリル、お前がいなくなったら、俺は生きられない、とね。クラウン、お前を巻き込んですまなかったな。もしも産まれ変わったら、私はお前を愛すると、約束するよ。」

魔王は、そのピストルで自分のこめかみを打ち抜いた。

「まさか・・・こんなに愛するとは思わなかった。」

クラウンがゆっくりと這って近づく。そして魔王の手を握る。そして言う。

「テオドール。私はあなたを愛して幸せだった。ずっとあなたはシリルを見ていたけれど、私にとても優しくしてくれたよ・・・。」

魔王は答える。

「あぁ、すまなかったな。クラウン・・・。ごめんな。」

そうして、魔王は息を引き取った。

○

クラウンは、魔王の計画のことを、少しだけ聞いたことがある。もしも全てが彼の手の上で作られた物語なら、それでも良い。私は彼を愛しているから。

「うあーーっ！」

クラウンの体が突如膨れ上がる。まるで風船のように。そうして、彼女の体は、白く炎のように光り輝き、渦を巻いている。クラウンは思っていた。

「私は、ずっとずっとうらやましかった。うとましかった・・・。命をまっとうして、生きた全ての存在が。私は産まれずに死んだから･･･私も生きたかった･･･もしも私が生きたなら、誰よりも私は輝いて、熱く燃えた生を生きたのに・・・憎かった･･･。黒人も白人も売春婦も障害者も、同性愛者もハンセン病患者も、モンスターも、女王もシリルも、みんな一度は生きている・・・うらやましくて憎かった･･･。だから私は、決めたのだ。生れ落ちたこの瞬間に、全ての命が管理され、皆、必ず輝くことの出来る管理された世界を作ると。世界を全て支配する神、全ての命を輝かせ、運命を司る神を、私が産むと。」

リヒテの体が破裂する！

「そう、それが、シリル。人間の光の勇者であるお前と、次代の魔王として産まれた闇のモンスターとしての私の合いの子。神の子エリア！」

そうして・・・覆われたまばゆいばかりの光が解けると、そこには小さな可愛い赤ん坊。それはすぐに大きい声で、おんぎゃあ、と泣いた。

カラスの遺体にふけっていた白猫がその赤ん坊を暖めるようにファーのようなその体で巻き上げる。

○

＿＿＿僕を許して･･･。

ピクリ、と、死体のシリルの指先が動く。彼はいつかの海底で、泣いていた。

＿＿＿僕を許してぇ！許してえ！許してぇ！！！

そして、泣き叫んでいたが、もう、誰も、魔王も、クラウンも、ミゲルも、カフカも、答えなかった。それは彼の裏切りが起こしたものだった。

心の海底を彼はふらふらと歩き出し、巨大な海溝、海の底の谷の所へと来た。それはどこまでも伸び、星につけられた巨大な傷痕のように見える。いつも、彼はこの谷に怯えていた。

＿＿＿ねぇ、どうして人は、人を裏切るの・・・。僕は誰も裏切りたくなかったのに・・・裏切りたくて人を裏切る人間なんて、誰もいない・・・どうして人は人を裏切るの。

ごめんよ、テオドール。でも僕は本当にテオドールが大好きだった。リヒテも大好きだった。全部僕が弱かったから。父さんも、母さんも、守れなかった。僕は、世界を救う、勇者だったのに。

海は青く・・・どこまでも広がっている。

「レティス・・・愛を教えてくれたね。リヒャルデ、強さをくれた。テオドール、大好きだった。クラウン、ありがとう。今わかったよ。僕は、本当の意味で、人を救わなきゃならない。きっとこの星の傷痕は、みんな持ってるから･･･。」

その海溝から、青い手がシリルに向かって伸びてくる。無数の青白い手が。

「もっと、もっと早くに気付いていれば、僕が強ければ、僕を愛してくれた人を、僕は裏切らずに済んだ。僕は呪われた子。裏切りの子。

でも、だからこそ、僕にしか出来ない事がある。」

シリルの手の紋章が消える。

「僕を連れていって。君の心の悲しみの、一番深い所へ、そして、毎日、僕をぶって。君が気がはれるまで、君が元気になるまで。生かさず殺さず、永遠の業火であぶりつづけてくれ。」

そうしてその青白い手は、シリルを掴み、星の傷痕へと引きずり込む。

「ごめんなさい。ごめんなさい・・・ごめんね。」
終章　鬼

シリルの死体が青い炎に包まれるのを、その白猫は見た。彼女はシリルとクラウンの母、白人のミレーユであり、カラスは黒人の父アドルであった。彼らはモンスターとして産まれ変わり、二人の子の傍についていたのである。

「うおーっ！うおーっ！」

シリルの体は業火に焼かれ、その姿を変えていく。

＿＿＿鬼だ・・・。

白猫カフカは思った。焼けた赤い肌は筋肉が盛り上がり、頭髪は全て焼け落ち、その頭には二本の角が生えている。そうして、シリルはモンスターとして生まれ変わると、夢幻の剣と魔王のピストル。クラウンの仮面を手に取った。

そうして、神の赤子をにらみつける。エリアと名付けられた赤子も、シリルを見る。

「運命を定めし神エリア・アンプロゲノスよ。私は、魔王テオドール・キケロ・エンデリアの子、シリル・エンデリア。私は鬼となって必ずやお前を殺すだろう。」

カフカは恐れおののき、その赤子の体をかばう。

「だが、今だけは私の母と、父である私自身とクラウンの親としての最後の愛で一度だけは逃がしてやろう。その命、私が奪うその日まで、その命を燃やして、生きるが良い。」

エリアは笑った。その次の瞬間、白猫カフカはその赤子の首をくわえ、どこへなりと駆け出す。

シリルはつぶやいた。

「次に会う時は、もうお前は私の子ではない。テオドールと、私の仇。運命の神である。」

その時だ。騒ぎを聞きつけ、光の王宮の衛兵が、その大広間へと駆けつけてくる。

「こ、これは！女王陛下！」

シリルは、思う。

では、私も行くとしようか。

シリルはクラウンの仮面を見つめる。

・・・今の私にこれは似合わないな。えいっ。

シリルは後頭部にクラウンの仮面をつける。そうして、夢幻の剣とピストルを構え、歩き出す。

彼は衛兵達を切り殺し、撃ち殺しながら、駆けていく。桜吹雪のように血飛沫の中を駆けていく鬼の姿は、さながら舞を見ているかのようだ。

「例えこの先に何があっても、」

もうシリルの心に、日溜まりはなくただ、青い炎だけがあった。

「私はもう迷うことはない。なぜなら、私はこの世界の裏切られた者達の為に、この身を捧げると決めたのだから。」

鬼となったシリルは、笑った。

「弱かった私は、もういない。何故なら、愛する人を裏切って、私は・・・。」

そしてそれ以降二度と、笑うことはなかった。

「強さを得たのだから。」
エピローグ

その後、勇者、魔王共に不在のまま、世界は混沌の時代を迎える。それから数百年の後、世界の全ての空を白光が覆い、一人の運命の神が光臨した。

＿＿＿彼の名は、エリア・アンプロゲノス。運命の神と呼ばれた彼はその神の如き強大な魔法の力でまたたくまに全世界を掌握し、全ての人間に、彼らの運命を意の侭に操る禁断の魔法、ルールオブマリオネッタを施行。世界をその支配下に置いた。

一方、時を同じくして、その支配に対抗する革命家達が、山野でレジスタンスを形成。一人のリーダーの元に活動を開始した。

そのリーダーの姿は、赤い鬼のような姿をしていた、と、人々は噂するのだった。

だが、それはまた別の物語。また別の機会に語ることとしよう。

　　　

　　　幕

勇者の見る夢０・忌み子シリルの裏切り

２００８/１２/１５　月の見えない夜に。田中亮asえん
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